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　ワーク・ライフ・バランスというのは、非常に奥が深いものです。スティーブ・ジョブズが生前に「もし
今日が自分の人生の最期の日だとしたら、今日やる予定のことをあなたは本当にやりたいだろうか」と言っ
ています。自分の時間をどう使いたいのか、自分の人生をどう考えていくべきなのかです。私は、自分がやっ
ていることを「6K ライフ（会社員、子育て、家事、介護、看護、子供会）」と言ってますが、これら全部を
足し算で考えると 24 時間では足りません。考え方は真逆で引き算と掛け算です。何か新しいことをする場
合には、何をやめるか、簡単にするとか、まねをするとか、人にしてもらうとか、そういうことで減らして、
掛け算をするのです。一石二鳥、一石三鳥を考えます。
　子育てと介護の両方をやっていますが、私は、息子たちがいるから介護が楽になっているし、父がいてく
れるから子育ても楽になっている、子育てと介護の相乗効果を実感しています。息子が難病で手術を受けた
時、お医者様から「よく１歳半という月齢で気づきましたね。気づくのが遅かったら手おくれになっていた
かもしれません。」と言われ、育児休業を２回とっていて、親として気づけて本当によかったと思いました。
　最近、国は「女性が輝く、誰もが輝く」など、「輝く」という言葉をよく使います。私はこのことに 100％
賛成しています。ただ、もし仮に一部のバリキャリ女性だけが目立つ、あるいは、女性だけに輝けと負荷を
かける風潮があるとすれば、それは違うと思います。輝きというのは、明るいところではわからない、ちょっ
と薄暗くなったとき、その人が目立つのではなく、周りの人を照らす人が輝いているのではないかと思います。
　私は、ワーク・ライフ・バランスやダイバーシティは「よかったづくり」だと思っているのです。誰もが、
皆さんの会社、皆さんの働いている職場で、男性も女性も、子育てをしている人も介護をしている人も、働
いてよかったという職場づくりです。私は、ワーク・ライフ・バランスの頭文字を「分かち合い」「楽あり
苦あり」「バトンリレー」だと思っています。女性活躍のネットワークは、単に女性が活躍するだけではなく、
あらゆる人たちが生まれて、育って、暮らして、働いてよかったと思える「よかったづくり」のネットワー
クだと思うのです。
　残念ながら、この取組は即効薬ではありません。すぐに職場が活性化する、というものであれば、あらゆ
る組織がやろうとします。でも、そうではありません。じわじわと効いてきて、いつしか健全な職場体制、
強靱な地域体質ができる漢方薬なので、どうしても後回しにされやすいのです。
　今、ブームではあっても、本気で取り組んでいる企業、組織、団体は、まだ１～２％です。しかし、もし
今やらないで、後回しにしてしまうと、これから職場で重責を担っている管理職世代を介護ラッシュが直撃
します。そうなってからやっても遅いのです。その人たちも困るし、その人たちが抜けると、周りも大変です。
そうなる前に、ぜひ産業カウンセラーの皆様は、今から、誰もが、働いていて良かったと思える職場づくり
を目指していただきたいと思います。
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